
＜ 梅雨の水辺公園 ～動物のすがたを観察しました。その②．バッタの仲間 ＞
つ ゆ な か ま

ひたち野うしく小３年生との水辺公園シリーズ。今回は、バッタの仲間です。

今回、一番多く見つかったのは、

ショウリョウバッタの幼 虫でしょ
ようちゅう

う。写真のように緑色のと茶色の

がいましたが、どちらもショウリ

ョウバッタです。緑色のは緑色の

草に、茶色のは枯れて茶色の草に
か れ

いるようですが、どうでしょう？

また、すんでいる場所の背景によ
はいけい

って体色が決まるのなら、虫かご

などとに入れて草を変えたら、脱皮
だ っ ぴ

のときに体色も変わるのでしょう

か？自由研究にいかがですか？

これも、たくさんいましたね。ヒシバッタです。大き

くても１ cm 程度ですが、これで大人です。ぴょんぴょん
て い ど お と な

はねますが、トノサマバッタなどのように翅（はね）で

飛ぶことはありません。

そしてこちらは、トノサマバッタの幼虫。成虫のよう

な大きな翅（はね）がありませんね。ショウリョウバッ

タの場合もそうですが、ここが、バッタの仲間の幼虫と

成 虫の大きな違いです。では、翅はいつごろから、どう
せいちゅう はね

やって大きくなるのでしょう？教室などで飼育している
し い く

のを、じっくり観察してみましょう。記録も忘れずにね。
き ろ く

最後に、ヒメギス。体の黒いキリギリスの仲間。翅が
はね

発達してないのでまだ幼虫ですが、右は大人に近いです
はったつ

ね。今回見られた中で、トノサマバッタとショウリョウ

バッタはイネ科植物の葉を

食べ、ヒシバッタは広くい

ろいろな葉、ヒメギスは雑

食で葉だけでなく他の昆虫

も食べます。飼育するときは、そうした点

も考えましょうね。【理科支援員：宮内】
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体色はぜんぜん違うけれど、どちらもショウリョウバッタ。背景の色に合わせて変わるらしい。

大きくても体長１ｃｍにしかならないヒシバッタ。

はねるだけで、翅で飛ぶことはない。
はね

虫かごのトノサマバッタ幼虫。翅が発達してないね。

雑 食 性で黒いキリギリスの仲間、ヒメギスの幼虫。
ざっしょくせい


